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民
放
く
ら
ぶ
講
演
会 

激
動
の
中
国
… 取

材
現
場
の
裏
側 

 

社
会
活
動
部
会
の
講
演
会
が
10
月

６
日(

金)

札
幌
駅
北
側
の
エ
ル
プ
ラ
ザ

で
開
か
れ
た
。
講
師
は
平
成
29
年
５
月

ま
で
Ｊ
Ｎ
Ｎ
北
京
支
局
に
勤
務
し
た
Ｈ

Ｂ
Ｃ
報
道
部
の
枡
崎
仁
記
者(
39)
、
今

回
か
ら
く
ら
ぶ
員
だ
け
で
な
く
、
一
般

の
方
に
も
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
合
わ

せ
て
51
名
の
方
が
参
加
し
た
。 

        

講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
「
激
動
の
中
国

…
取
材
現
場
の
裏
側
」。
中
国
で
二
年
半

取
材
し
た
中
で
感
じ
た
数
々
の
話
を
披

露
し
た
。 

冒
頭
、
支
局
の
仕
事
は
、
中
国
国
内

の
外
交
、
事
件
、
事
故
の
取
材
だ
け
で

は
な
く
、
北
京
空
港
経
由
が
多
い
北
朝

鮮
関
連
の
取
材
が
増
え
て
い
る
と
発
言
、

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
議
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
―
映
像
を
交
え
て
紹
介
し
た
。 

中
国
は
広
く
、
国
内
各
地
の
取
材
に

行
く
に
は
飛
行
機
を
使
う
が
、
外
国
の

取
材
ス
タ
ッ
フ
は
国
内
線
で
も
パ
ス
ポ

ー
ト
が
必
要
で
、
さ
ら
に
ゲ
ー
ト
で
細

か
い
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
た
め
、
フ
ラ

イ
ト
90
分
前
に
行
か
な
い
と
乗
り
遅
れ

る
と
か
。
そ
の
後
、「
想
像
を
超
え
る
物

価
高
」「
中
国
メ
デ
ィ
ア
事
情
」「
中
国

人
の
金
銭
感
覚
」
と
話
は
広
が
る
。 

 
今
年
前
半
話
題
に
な
っ
た
「
森
友
学

園
問
題
」、
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
な

ぜ
百
万
円
く
ら
い
の
金
で
問
題
に
な
る

の
か
わ
か
ら
な
い
」と
い
わ
れ
た
と
か
。

中
国
で
は
付
け
届
け
当
た
り
前
の
習
慣

で
、
小
学
校
の
先
生
で
も
一
人
当
た
り

百
万
円
く
ら
い
普
通
に
受
け
取
っ
て
い

る
。
思
え
ば
日
系
企
業
の
製
品
発
表
会

に
取
材
に
行
っ
た
時
、
中
国
メ
デ
ィ
ア

に
、
い
わ
ゆ
る
車
代(

現
金)

を
渡
し
て

い
る
の
を
よ
く
見
か
け
た
。 

摘
発
さ
れ
た
元
最
高
指
導
部
メ
ン
バ

ー
の
不
正
蓄
財
額
が
「
２
兆
円
」
と
い

う
か
ら
、
14
億
人
が
住
む
広
く
大
き
い

お
国
柄
な
ら
で
は
の
金
銭
感
覚
な
の
だ

ろ
う
と
い
う
。
お
お
ら
か
な
中
国
人
な

ら
で
は
の
話
は
続
く
。
平
成
27
年
８
月

の
「
天
津
爆
発
事
故
」。
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で

取
材
に
行
っ
た
ら
、
現
場
に
取
材
規
制

線
が
な
く
、
爆
発
現
場
近
く
ま
で
行
け

た
が
、
危
険
な
ガ
ス
が
流
れ
た
と
の
情

報
で
、
あ
の
サ
リ
ン
事
件
の
時
の
よ
う

な
防
護
服
を
着
た
軍
人
が
沢
山
現
れ
、

ク
ル
ー
全
員
が
覚
悟
を
決
め
た
が
、
難

を
逃
れ
た
事
。 

平
成
27
年
12
月
、
人
権
弁
護
士
の

裁
判
を
取
材
に
行
っ
た
折
、
ス
タ
ッ
フ

の
中
国
人
カ
メ
ラ
マ
ン
が
規
制
す
る
警

察
の
バ
ス
に
連
れ
込
ま
れ
、
ボ
コ
ボ
コ

に
さ
れ
た
な
ど
、
現
場
で
し
か
体
験
で

き
な
い
生
々
し
い
話
が
あ
っ
た
。 

最
近
の「
中
国
の
四
大
発
明
と
は
「
高

速
鉄
道
、
シ
ェ
ア
自
転
車
、
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
電
子
決
済
」。
電
話
線
が

引
け
な
い
広
い
中
国
だ
け
に
、
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ピ
ン
グ
や
ス
マ

ホ
は
広
く
普
及
、
北

京
で
は
屋
台
で
買

い
物
し
て
も
ス
マ

ホ
で
代
金
が
払
え

る
た
め
、
財
布
を
持

た
な
い
若
者
が
増

え
て
き
た
な
ど
、
最

近
の
話
題
も
熱
く
語
っ
て
く
た
。 

お
よ
そ
90
分
間
休
み
な
く
話
し
た
枡

崎
記
者
に
、
詰
め
か
け
た
参
加
者
か
ら

ね
ぎ
ら
い
の
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。 

 
奥
津
雅
人
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
） 

北
海
道
民
放
ク
ラ
ブ
俳
句
会 

杉
野
一
博
選 

 

春
の
雪
ち
ぎ
っ
て
小
学
一
年
生 

春
木 

太
郎 

 

ば
あ
さ
ん
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
こ
ど
も
の
日  

清
盛
と
籠
る
終
日
冬
深
し 

伊
東 

次
雄 

 

白
球
を
追
い
し
球
児
の
春
ゆ
け
り 

 

菜
の
花
や
廃
船
海
を
漂
い
て 

船
木 

美
幸 

テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
怒
声
木
の
芽
ど
き 

 

う
ぐ
い
す
の
鳴
い
て
仏
の
静
か
な
り 

森
山 

圭
悦 

 

ラ
ン
ド
セ
ル
つ
ぼ
み
の
ぞ
か
す
梅
二
本 

 

や
わ
ら
か
き
う
ね
り
に
あ
そ
ぶ
啄
木
忌 

 

山
本 

俊
郎 

 

残
雪
に
遮
光
器
土
偶
あ
り
に
け
り  

佐
保
姫
の
午
後
の
紅
茶
と
写
真
館 滝

田 

慶
子 

春
昼
の
ジ
ャ
ズ
の
流
れ
る
運
河
か
な 

 

春
ざ
れ
や
水
門
の
錆
落
す
音 

松
原
智
津
子 

 

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
氏
上
げ
間
近
の
春
の
月 

喪
帰
り
の
橋
渡
る
時
雪
解
風 

竹
之
内
眞
一 

フ
ラ
ン
ス
語
教
師
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
木
の
芽
風 

卓
袱
台
に
父
母
の
定
位
置
お
中
日   

木
宮 

節
子 

ブ
ー
タ
ン
の
シ
ボ
リ
ア
ゲ
ハ
と
い
う
秘
蝶 

 

目
の
大
き
な
春
愁
の
魚
も
ら
い
け
り 

上
澤 

孝
二 

春
疾
風
あ
ま
た
は
一
人
漁
師
か
な 

 

桟
橋
の
空
を
抜
け
出
し
鳥
雲
に 

鳥
交
る
こ
ち
ら
側
か
ら
木
が
伸
び
て 

杉
野 

一
博

会員以外の一般の人も 
参加で満員の会場 

講演する枡崎仁記者（HBC）

北

海

道

民

放

ク

ラ

ブ

だ

よ

り 


